








要約:56 種の環境化学物質を選び、その遺伝毒性と所在を調べた。遺伝毒性としては、点

突然変異をファージで起こすものは 11種、細菌で起こすものは 35 種、昆虫で起こすもの

は 32 種であった。染色体異常を植物細胞で起こすものは 25 種、昆虫では 6種、哺乳類で

は 28 種であった。さらに、それらの物質の所在は、①衣服、紙、皮などの加工・仕上げ・

印刷。②石油、ガソリン、排気ガス。③塗料。④殺虫、除草、防虫、消毒。⑤合成ゴム、

プラスチック、ウレタン、接着剤。⑥写真の現像、固定。⑦石鹸、化粧品。⑧食品添加物。

⑨木材加工。⑩医療用機材。⑪医薬品。などである。


